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1　総 括

　L、児」錘さ理学、小児保鮮学等関連諸稗学の総合牌立

場がら児産に醐な児蝉即構成につきモデンレブラン

を箪定墜、児鱒騨り騨こ諮け鯵考に供ずる
鷲帥とす葛・

．、3・1、少轍騨簿嚇蟹査調齪際おける幼

少年臆硫動鱗を徹う嬉か傑錦祉・騰・’造

園など噸から児騨響幣る、鞠と研翠
間め討議を重ねた。

翫』胱繊設計する縞誉3て＼次の諸点嘩

する必要がある。

．、同泊然吻遊懸ど噸をおく・
　　b’児童の活動意欲友びリ裟ム行動を満足させる、

　　また休息も考えておぐ

　　c‘想豫と創年の揚とする聖一

　、知’、広場ほぜ登必婁であるこぞのほが水に関する場

　　が欲しい』

　1ε　ウォーミソグア垂ブに関連して遊具の配置が大

　　切で鶴同墜鱒騨を忘れ禰鶴なしゾ’

　　，f用地蘇の騰な鱒地では調齢講数脅
　　鱒レて簿瞬麹ドワ留的縣を持た髄
ぺ児雌蹴・’既嚇具を灘と醐るよ貼、、そ

騨本蘇す機鰯口畔みたすかとし’う立場が轡作

嘩さ麹ナ牲ば妬なし1？

5・モデ1レとしてドP・的卯難成した9購

毒デ・レ蝋厚蜂鰯蝉要傾に尋る最も単聯
合的な憲のである5

モデノレB⑨Dは・、類醜鵡をとヴ知徽轡
たせる。よ与てr地区嗜分教して3汚所り児塞遊園を設

け・，梅酵輸ゾク1化俳一つの試みである・魚
お1』ここ嬉括デルの轍鱒略しだ）．

－一H「児童遊園の社会福祉的意義，（抄）「

全国社会福祉協議会　　木　谷　　宣　弘

L　都市における児童遊園の機能

　都市社会の特徴は社会的パラソスの喪失にみる串がで

きる。・まずそこには1・、、、、

黛（1）交通禍と遊び揚要求があ養。一すでにボスト》市で

は1885年に砂遊び場づくり が起こり、、ごれは児童を摩通

災害から守るためであった。わが国で適、明治43年、束京市

区改正委員余が児童公園の設殿を建議したこ、ど魁疹る。

これは残が国最初g児童のためΦもの恐あろう帥次は、1

　（2）㌧、児童の健康をむしぱむ公害に対するものである。

公害の内容からいえぱ、児童遊園を設けても無関係に近

いものがあるが、緑地保存からいえば狭い土地でも意味

が深い。次は
　（3）天災と遊び場にっいてである。地震1こ磁永害など

は公共広場を要究る；ぐ、は我々Φ均しく体験した処であ

って、平時から、その確保を心がけねばならなレき。、柔④

空地は平時は子どもの遊び場である。次に
　（4）太陽を奪われた子どもたちとい黄寛i爺鱗竃、喬層
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化し、密室化する家庭生清窟ら爆童飛日労海できる磯余

を持たせなければならない。昭和41年棄京都保護世帯爽

態調査によれば、被保護世帯の40％は、アィミ滑ト又は借問

生活で、世帯平均7．2畳、1人当たり2．15畳であり、昔と

異なり戸外生活をたのしむ機会が、また大へん少なくな

った。横浜市ではかかる実惰に応～て‘1チビッマ庫場”

を奨励したが、今や全国的に・太陽を与えるため広場を

児童に薮たえなけれ嫉ならなくなっな。

2。児童の成長発違を助妙る機能

　現代の児壷の成畏を助けるためには、遊びが自由に行

なわれるまう積極的に周囲が助けで矩らなければならな

し㌔フレーベルのこと腱まつ迄もなく》、幼鞘1こおい

て人間の発達上最高の働きをなすものぱ遊びであること

を忘れてはならない。

　（1〉児産の身体発達と遊ぴ場

　大正9年、東京市児童校外取締連合協議余長渋谷徳三

郎氏により遊び揚増設の陳情享が出され摩。これ参民間

人による最初のものであろう。

　E、Sヴィンセソトは6才乃至12才め間に手先の細か

な動作の本格的発達時期があるといっている。かかる先

覚者の論をまづ迄もなく我々はその必要を痛感する。

（21髄の鮒雑と遊賜
』
身
体 ばかりでなく精神のためにも遊び場は必要であ

る。すでに大正初年、東京目黒に心理学者久保良英により

児麟園と槻る観千斜嘩ぴ聯設立された・氏

は夙にその腰憾じ先鞭をつけられ為も礎あ鞭 ・

また、遊びの本質について古来、数多くの心理学者、教育
　　　　　　　　　　　　　　ヒ学者が指摘しているが、これらをすべて総谷ずれば遊び

は人間ζして成長させていくための学習活動だといって

もよいと思う・やがて才卿発達唖及ん璽いく・かつ

て小口忠彦は“才能の心理”の中で、（1）変化性（2）新寄性

（3）解消性（4）共感性（6）優越性（6）順調性φ6条件を示した。

遊びはこの六つを興味に結付けてガ寵め開麺働集をも

たらしている。

3地域におげ貌童遊園の有用性

　個々の児蛋には遊びが、遊び場とともに役に立つこと

は解っても、果して地域内では有効かどうか考え直す必

要があろう。むしろ、有効なものとするために種々努力

が試みられる必要がある。即ち

　（11卜認識度である。一体、どこに遊び揚があるのかす

ら住民が知っていないようでは困る。次は

　（2）存在性である。遊び場が存在すること自体が大事

なことであることをお互が自覚しなければならない。利

用率が低くても、存在の有無が大切である。

　この二つは、ともに利用性と結びつく必然性をもつが

これは必らずしも児童のみに限ったものではなく、大人

もそれに伴うものでなければならない。附添者が認識し

てその存在性をみとめるものでなければならないからで

ある。次は

　（3）所在場所である。適当訟ところになけれぱならな

い、交通不便客ところ、車馬交舜のは吠レい区間を醇牽

しなけれぱだめなところなどでは穂味が殉、鱒下

ブ召ック内1こあるか、ブロックを越えて桑柔g接彰路

が波全嫡ればよい・ただ・蓼り遠1’と低鯵惣
は困まるから留意する。次は

　（4）仲間づくりである。遊び場によって仲園変くりが

で鱗騨的に職社会性が一そう勤や麹が
大きな収穫である。次は

（5）働内額ある・さて・磁だ摩竜麟編る
といったが、できれぱ内容の質的向上が伴なえぱ二そう

よい。それには遊具の種類、配列順、自然との調私ア

クセサリー、日照、運動の場めん等が参考となる。

　これらをそろえて、児童遊園が、安定性1興味性、科
学性、地域性が加えられたとき、ほんとめ社会福註的意

義が備えられるといえ，るであだろう。

皿　希望調査による研究

研究第9部　　木田　市治　　多勢　豊次

1，、研究目的

“児童遊園に琵いずる子どもの要求を、雷語表現の面か

ら明らかkじよう乏した5

a研究方法

　束京都登鳥区のある小学校の第1学年の1クラス約40

名を対象として話し合し一・をしたあと、サブ固グルーブ毎

に次のような手続で行なっだ。

（第1回ジスズ方式による話し合い

　先づ～クラス担任がクラメ全体にたいして“μみなきん

は児童遊園へ遊びに行くでしようが、面白いかデあまり
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面白く濠いか詳涛きれば・どんな遊園だと腿恥分晃中にど

んな遊具があればよも・と思弓か’｝とホうよ弓に質筒を発

し、クラス全体の、遊園にた廓する関心を高め泥。

　次に“クラスを7“翰λ位づっのサブ・グル・一プに分

牡、’各グルーブに学生’（研究助手）が1人づつ加わら

て、希墾の引き出し役をした。ただし、予め一人の特定

の子どもをり一ダーと決め、後たグル心ヲ査衷とし《、

再び話し合いに出席してもらうことを伝え走おいた。各

グルーブの話し舎いは約20分間行なわれ、［㍉：代蓑者の話し

合いは約15分間であった。各グ》レL湯み睾生は司会をし

ながら、子どもの述べた意見をず没七記鋒じだb代衷者

の話し合いの時も・特定の一人の学生が記録をとちた。

　2つの話し合いの終っだ後、再びサブ・グ夢』ブの子

どもに宿題を与えた・それは・各々がいろいろの遊具

（砂場、スベリ台、ブラソコ、・レごギソグル噸ジム、ジー

ソー、鉄棒、石の動物、うんてい、ぐるりんこん）の巾

のどれかでよく遊んでみて、それをどのように改造して

もらいたいかを考えてくるというのである。

（第2回）経験の報告　　　　　　　　　絵曽仏「’へ’

　前回と園じ≦、群ブ“グルーズ犀別塾郭鷺れぞれの子

どもに、絡分㊧経験』てきな遊園や嘩県ρ単造について

話させた貸こ㊨開約2g令間であ含な軋終唐てから、次回

まで各自が望ましい遊具の形を描いてくるか、あるいは

紙で作ってくるよ・1うにrと、い1う宿題を与え．た。

（第3回）遊園の描画「・！．1、）1二1こ1ン．4

教示が充分に行きわたらなかっ焼塑’鴨橘どの

子ども演拡いたり作ったりして来なかったので、各グル

ーヲ毎に大きな巌スヂム用紙に遊園全体ならびた、中の

遊県などを共同して描かせた。この間約20分間であっ

た。

、き鳥、覇結慰　　　　’1｛

　（1）第1回に行なわれたバズ方式による話1し合いにお

いて￥・一予想以上に活発に意見が述べちれた。ある程度重

複するところもあったが、述べられだ希望を一応、1．6種

，類ゼご分類してみる》と、i次の通りである。

　1　‘動ぎにかんするもの・、（ただし、これは乗物にか

　　んするものと、体を自ら動かすものとの2っに分け

、．ドぢれる）。σ一 潤訊「・1・『一・q　、、『

、丸｛2－！広都、にかんす惹菊の01

　3　‘想像的～、なむのo　r＝

降し二4髄モ遊びの材料む的な・もの。，・、・

　5‘’｝6動物㌔マ鮎　二、哲1べ，ぐ

　6　‘水Pにかんするもの。

　これらには次のようなものが挙げられた。

　｝1‘穂動ぎーにかんするものo

　先牌．乗物が実に多くあげられた。〆ジ擁ト禧興ス

　ターやメリー・ゴー・ラウンドといった～、本当に乗沁た

・ごとのある曜のばかり廼なく・飛行機やロ渉ッ下など・

箆想的、願望的な・むのも』あげられている。1ごれちが、ス

　リヲレ矩日険心を満た二したい、という欲求がどうイかぱ、と

　［もか気・乗ら《楽しみたいという希望の強いごとがろか

　がわれ渇。・・

　次には190度のブラソコ、’お城めブラシ盈、ト1ラyボ

勘ソなど’があげらπている』が、これらは、自分の体を動

4かトしで楽しむ1も1のドと・転えられる汐これら1ほ遊具どして迄ま

現在の遊び場麺設置されているがい問題は、’‘90ωど淋

　・お卿セかいらた想像的で突飛な欲求をどのよ・うに満足

　させてやるカ∫であるεも・う一レうは、すでに設置されでい

　る遊具が多数あげぎれているが・・これらは後述の他の調

査でも同じような結果が出ている。

　2．‘広ざに関するもの。

　サッカー場、野球など、子どもたちは広々とした場所
態淫薮多受あ渉ている。これらは思い切り走ったり、投げ

　たり・跳んだりしたい欲求を反映している。特に・5広

　くて何もない処’、‘広い庭’などは、広さへの願望のその

　ままの表現である。

　3．‘想像的｝なものo

　いかにも、子どもらしいものが沢山あげられている。
迷い道、鵬穴などは難の遊園の続欝琶き宛「ら

1れ、．また容易に伶る瓢．とができる。。しかし、．一、tおが・しの

・国～1とか∫蔓漁の国’・必かに示されにいる想像的「な要求

　を満たしているだろうかσ

　、4，♪遊びの材料～・的なも』の。．

　　こ豊にあげられた遊びの材料に、P、子どむたFちが、l　 上ヤ・

　つ、も使用しているもρ懸多い。屋内あそひ導一人あ、そ

　び～集団あそびにかんするものの頃か・、変わったもので

　はピアノがあるる「

、・、面・・：働物’。ザ

　いろいろな動物淡あげられて恥るが、これらを遊び場

　の中で見て楽レんだ・り、・、愛玩レたりしたいという、要求を

　反映していると思われる。、

　6．味・にか凶しするもの．　駅饗・£

、二・現在、、遊園の中に水の設備は少ない。そ・こで～池や小

りllを作、り、∫中に魚を鋤うこ．とも廼きる。子どもたちは、

　日常、・水を叶∩分に使じてあそぶチ航Xスは少ない6ムフ。一

　ルや海があ一げられたのをま影がならずしも、泳ぎたい欲求

　でセまなぐ、　と縦）カ｝瀦菰セε接じた蕨〉とレ、うことであろう。

　（2〉　第2回目のバズ・セッショソにおいて、これまで

　の遊具にたいする変形軽改造の要求として、『砂揚殺，不ぺ、
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リ台、ブラソコ、ジャソグルジム、シーソー、鉄棒、石

の動物、うんてい、ぐるりん、こんにかんして、色々なも

のがあげられた。

　これによると、子どもたちは我々が予想、も、していない

ような希望を述べていることがわかう。ただ、これらの

希望を入れた遊具に改造して、・子どもたちにより満足の

行く遊具ができあがるかどうか不明だけれども・ともか

く、現在の遊臭を改造してもよいと思われる。砂場はも

っと広くすることが望ましい、ジャソグル・ジムはより

想像力を満たすものであってよいであろうρ又、石の置

物も単に鑑賞用としてでなく、実際に動くも㊨（木材で

作ってもよい）であれば・とても面白いであろう。その

他、スベリ台の下にポールがあるもり、上下に動くブラ

ソコ、上が城にζなっているジャ、とグルザジムなど、ここ

には大人達の気づかないアイ、デアが豊富にもりこ、まれて

いる。

　（3）最後に第3回目に描かれた絵の中には、前述のい

ろいろな希望やアイデアが描かれていた。

　L　‘動ぎにか㊧するもの

　ロケット、ミサイル、船、自動卑、ジヌ』ット・「コ〔ス

ター、ブラと『、…洛ベリ命、、うんてい、ジャングル、，木

馬。

　2，‘広さ，’・にかんするもg

　野球場、花壇、山、サッカー場。

　3、　5想鯉的’．なもの

　お店、鬼㌍家、家の中。

　4．‘遊びの材料’的なもの

　（なし）

　5，鋤物’

　にわとり、白烏、蝶。

　6、6水｝にかんするもの

　池。

一IV　行動観察からの考察

研究第3部　　松

研究第7部　　高

研究第5部　　望

島富之
橋　　種

月　武

助』

昭‘

子

1．研究目的

　児産遊園のモデルブラソを考えるにあたって、まず知

らねばならぬことは児産の遊具に対する欲求と各遊具の

果たす機能についてである。

　そのだめには現在の遊園における使用状況をは握し、

児童達が遊具を如何様に便い、如何様に各自の欲求を満

足させてい惹かを知ることが必要どな’づてぐる。そし

て・そモから得た資料を手がかり・とレ℃』さらに望まし

い遊具の型や遊園全体の構成を考えてゆこづとするのが

本章における研究の目的である。っまりい禾研究の目的

は遊園の箸デルブラソ作製にあたぢての理論的襲づけと

なるものを提供しようとするものである。

調査揚所 港区胃山一丁目児童遊園

渋谷区恵比寿束児壷公園

調査人員（対象）

年令12一酬壷二」 、計・

2．研究方法

数　　　4ジ　　　48 2皇 里16

　研究方法としては、自由記述による児童一人デ人の動

きを対象》こじた行動観察法と、8ミリ撮影機による遊具

を単位どした行動記録との二つの方法を採馬じ、画者の

結果を関連させながら、児童達の遊具に対する欲求や、

遊具が果だしている機能について考祭を進める二とにし

た。

　調査期間．昭和43年9月ん12月．

　自由記述による行動観察は、記録者9名磯よ9、薫の

児童が遊園に来薗してから帰るまでみ時間内での行動を

すべて記述させだ。．

　8ミリ撮影機は2台使用し、各遊具について児童の使

用法を詳細に記録させた。

　調奄の場所として選んだ両遊園の規模、ならびに遊具

の設置状況は次の如くであるゲ

　A　青山一丁目児壷遊園

　広さは約2000平方メートルの規模をもち，、（周囲は都営

住宅に囲まれ、神宮外苑に隣接した、都心部と1して傑比

較的静かな環境の中にある児童遊園楚ある。

　遊具の種類はモデル遊園の性格からか、他の遊園に比

較して多く、次のような種類の物が備えられているb

（各写冥参考）
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砂　　場

木田、，他：、一児童遊園のモデルプランに関する研究

　し①、い班　　　　　　　　ブラソコ

石の｝・山 1釧

ブラ／コ ③

「ブランコ ④

・⑤

③
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切 株 ⑨ 波状梯子 ⑬

⑩

⑪

⑫

クライミングネット ⑭

くぐりぬけ ⑮

　B　恵比寿束児蛍公園

　前記の青山一丁目児童遊園に比し、敷地は横た広く長

方形をなしている。周囲は商店や小工場などが密集した

地帯にあり、遊具の種類も7種類で、轡山一丁目児童遊

園の約半分しかない。
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ブラソコ

木田’他＝1児童遊園のモデ渇ブ弥γに闘する研究

　⑯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ジャソグノレジムく ㌦⑳．み

⑳

ブテンコ ⑰
、

砂、、輯1 、職趣

、ジ、ヤジ才ル鰍、
1
．
醐

、

・1奇賜冠含’ゼ濫　〉創

．ε

1ンじ
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第1表　在園時聞の分布

薔業瞬紛一紛一 40分
15紛 60分

紛i

青
　
　
山

幼児前期

幼児後期

学　　童

2
5
5

7　　　　5［

7’　　　2

2　　　　3

3
5。1

i

1
3

1
2

鮒

　　幼児前期　　4　　9

　　幼児後期　　6　　5

　　学　産　　3　　2

5．　　　　2　　　　2

4　　　　5　　　　2

2

2

合．計　2532　19　18　5 6　　　　6

鮒 100分～　計

2

3

22

24

u

25

24

10

U6

3，『調査結果

　工．』肖由記述法による行動観察の結果

　イ、遊園在園時間

　児童が遊園でどれくらいの時間を過ごしているかを示

したのが第1表である。大体10～40分在園するものが多

くなっているが、畏い場合は約2時間も在園している。

　各年令段階別に平均在園時間をうう、と、・第2表のよう

に大体30～40分であるが、この場合、「青山と恵比寿の遊

園で嬬各年令段階と在園時間の間に反対の傾向がみられ

る。ずなわち、青山の遊園では幼児に比し年畏児の在園

時間が毎がく、・恵比寿の遊園では年長児ほど在園時間が

長くなっている。

　このような違いは、遊園の位置や規模、遊具の種類、

内容などや、児壷の側の遊びや生活内容の違いから生じ

たものと思われる。

　皆山の遊園は近くに神宮外苑という広大な広場を控え

ていることや、遊園も欧地のわりに遊具が多いため、年

第2表在園時間

副ぱ碍響
冑
　
　
　
山

幼児前姐

幼児後期

学　　童

’引．3分

・37，2

厄
2
5
．
4

22．40分

L8．98

9．73

標　！欝園醗堅

LO2分

73

44

謄曝憶i隊馨

14分

監5

13

15

n

14

長児が自由に運動できる堂間がある程度制限されている

ことなど淋年長児の在園時間を短かくしていると考えら

れる。

　恵比寿の遊園は、遊具の数が少なく、敷地の中に年長

児が自由に走り廻れる余裕が見出されることや、周囲に

遊び場として適当な場所がまったく見出されないことな

どが年長児を長く遊園に引き留める結果となってあらわ

れているように思われる。

　ロ、遊具別平均使用時間

　各遊具の平均使用時間をみると・第3表に示した如く・

青山の遊園では砂場が最も長く使われているが、恵比寿

の遊園ではブランコが他の遊具をはるかに引離して長時

間使われている。

　年令段階別にみると、幼児前期には青山の遊園で砂

場、恵比寿の遊園でブラソコが最も畏く使用されてい

る。幼児後期には青山の遊園で石の山、恵比寿の遊園で

ブラソコが一番長く使われている。その他の遊具の使用

状況は衷の如くである。

　以上の結果から・児逝に好まれる遊具は・発達的にみ

ると各段階で多少変化する傾向はあるが・砂場とか石の

山のようにある程度広い空間を持ち、その中でいろいろ

変化をもたせた遊びが可能な遊具が長く使われる傾向を

総めることができる。

　恵比寿の遊園でブラソコが畏く使われるのは、一っに

は石の山のような年畏児も喜んで使える種類の遊具がな

かったことも影響しているかも知れぬが・単調にみえる

がその中で本人の工夫や努力で適当なスリルや競争が楽

しめ・年令に応じた遊ぴが可能であるというブラン・の

もつ魅力というものを無視することはできない。

　それに反し・隈られた型の遊びしかできぬくぐりぬ
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　　　　木田他：児童遊園のモデルブラyに関すゐ研究

第3表　遊具別平均使用時間ミ ・　．

遊　県郵ミ・ 幼坦餉期

　砂※　・場
　石の』、山
　ブ※、ラ　　ソ　　コ’
饗

．す※べ．　り　台』　一

　ひようた一ん

　鉄　 、締、

　汽　　軍
　’ブレイウオール

　回　転　塔
　切　　 株
山

　波状梯・子　クライミソグネラト

　、くぐりぬけ

、：．，8・9分

5，8

1’3，1

2，1

0，8

0，2

、0・8

0．9

Q．7

0．4

9・6

0．i

、0．1

　ブー、ラ　・ン　　ぴ　、

患砂　　場
　ジヤソグルジ桑比

　汽　　
車毛，

・寿．．ずさ、』り、弁1

　、シ　ーf『1ゾー

、，幼児後期 学意 男 ’

5．夏分　　　L9分

6・3　』3・6・
3．6　 2．1》

1～4　　L5
1．2　’「つ‘8・・

O．9　　　　　・　一2．2　　、

1．0　　0，2
0．8

Q，5　 1。9

夏，O

・0・3　、、侮8　、

．O．3　　0，5
9・2

里0、41

4．7

3．7・

、12・3・」
、3．O

、L12

［U．6

3，4

r3・1
3，4

1．5

1．6

9．2

0．8

0・9・「
1，も

』・O・9・

O，2

女一】

　7・4分・・3・5黛、

’
4

・5・4　5ゴ9
　1甲7　σ　『5．5’

漏二）ls、』lll1’

・α5一　ρ互，5

　0．9　　0．5

　　　Q。
7

　Q。8』　・　．　　9．9　　『

、・、ρF4『』

、o・多　　Lq，

　　　o・oう、・
　　、ρ、05

6．8『

4．2

．・し3：0

、飾，＝〕

，L昼、

・全・衛

卵分、

、．3・艮

1．7’』

1．6－

1
α
9

0、8

0，8．’

、（』8レ
0・6、

9・5

、0・～’、、

0．正

113・7．　」10－2へ

12・9　，．書・5
2，9．，　　　　　3，0、

21b　3・食，＝

汐”ロ．頭
　　ーい1臼2’

’廟表1、「

遊1・・具・　幼’児前期P幼児後期　学　　、’童コ・」全5，　τ・体

石　　　の　　　山 18　　81．8％ 16　　66．6％ 夏o　西づ1．i％ 「44　　77．3％

ブ’ラ・　ヴ　　コ」 16’　フ2，7’ i21　　50．〇一い 7丁戸　63；6・ ㌃35　　　61♂5

，膏 す　べ、適．』台一 i3　　　59．互．、 io　　　・『41．ヤ7 8F，・72．8 31』』　　54．5

ブレイウ防託ル1 12　’・54，5 12　　　50．0 し7㌧　　63，6 ・3い’　54，5

砂　　　　　　場 16　　　　72，7 10　，　41．7 4、．嘩36，41、 30　・　’52，6

ひ　ょ　う　た　ん iO　　　　45，5 10　　　4亘，7 6　　　旨54．5、 』2転～・、∫45・6

波　状　梯　子 7　　　31．8 8　　　33，4 7　　　63．6 22　　　38．6

回　　　転　　　燐 9　　　4LO 6　　　25，0 6　　　54．5 21　　　36，9、

切　　　　　　株 8　　　　36．4 9　　　37．5 4　　　36．4　‘ 21　　　36，9P

鉄　　　　　　棒 5監　　　22，7 7　－　　29，2 5　　　・45，5 17　　　29．8
山

汽　　　　　　一［車 ブ　　　3i．8 8　　　　33．4 2　　　L8，2 L7　　　29．8

クライミングネヅト 4・　　　正8，2 2　　　　8，3 5　　　45．5 ［1　　　里9．3

く　ぐ　り1ぬ・け 3　　　　13．6 2　　　　8，3 2　　　　18．2 7　　　　聖2，3

　ブラソ、コ　23
　ジヤソグルジム　　ロ恵

　すべり台’1塗比
　、汽　 車珍寿　砂　　． 夙　β
　シーソ〔、8’

92．0　　　　　　19　　　　　79，2、

44．0　　　　　　16　　　　　66．7

、56・O　i1　45・8
48．O　 U　 45，8
1
β6，・．9137，5
、32・0　　6　75・0

6　，60．0

5　50。0
4　40，0
6　60．0
3　3D．O
i　LO．O

48　72．9
32

、54．2

29　49・～

29、492
21、35，6
15　、，25．4
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け、クライミソグネットのような遊具は長時間児童の欲

求を充たすことはできぬわけである。

　　最も多くグ～児童に使用さましる遊具

　児童の遊具に対する誘引度を知るうえの一つの手がか

りとして、どの遊具が児童に、より多く使用されている

かをみたのが第4衷である。

　腎山の遊園では、石の山が各年令段階を通じて最も多

くの児童に使われており、次いでブランコ、すべり台の

順である。

　恵比寿の遊園では、ブランコが最も多く使われており

次いでジャソグルジム、すべり台、汽車δ順である。し

かも、この場合幼児前期の児童ではブラソコが90％と圧

倒的に多いのが目立つ。学疏では、ブラソコ、汽車、ジ

ャソグルジムなどが平均して使われている。

　この場合・石の山が各年令段階の児童全般に多く使用

されていることは注目に値しよう。

　二、児童が最初に使う遊具

　児童が遊園に来て最初にとりっく遊具は・誘引の強さ

を知る一つの手がかりになるのではないかと考え・これ

をまとめたものが第5表である。青山の遊園では・各年

令段階を通じて石の山が最も多くの児澁によって最初に

使用されているo

　恵比寿の遊園では、やはりブラソコが各年令段階を通

じ最初に使われる率が高い。

　この結果についてはい遊具がどのように配置されてい

るかというよう，な遊園の椛成などとも関連があり、最初

にとりつく遊具が児童にとって最も誘引度の高いものと

は一概には、いえぬかもしれぬが、石の山やブランコのよ

うに、各年令段階を通じて首位にあるものについては、

　　　第6表　遊具間の開連性

第5表　最初に使用した遊具

青

山

恵

比

寿

順
位

1

2

3

幼児前期

石の山※

すべり台※

砂 場

1　ブランコ

21すべり台
3

幼児後剰学童1全体

石の山石の山※石の山
ごκイウ倣状梯子※砂揚

陛ダーi回転塔※すべり台

ブラソコブラソコブランコ

汽　　車砂　　揚汽　寧

　　　　　　　　　tすべ殆

やはりそこに誘引度の高さを認めることはあながち無理

なこととはいえぬであろう。

　それともう一つは、最初にとりつく遊具はそれ示らの

遊園での遊びのウォームアッブともなる遊びをその中で

行なえる役割をもっているということである。

　ホ、遊具間の遊びのつながり

　児堂が遊園で遊具を使用して遊ぶ場合・その遊具の機

能により、また、児童の興味や活動欲求によって、おの

ずとそこに遊びの流れのようなものがあるのではないか

ということが考えられる。その流れを知ることは、遊園

における児童の遊びを、より活発に発展させるための遊

園の槽成、特に各遊呉の配置を考える場合にはぜひ必要

なことである。

　その流れを個々の児童にっいて、二つの遊具を単位に

遊具間のつながりをみたのが第6表である。

　表にみられるように、遊具の使用状況や遊びの内容は、

個々の児童によって異なり、その流れの中から全体とし

順
位

1

2
3

4

6
7
8
9

聖O『

膏 山
1順

1位

石

回

砂

石

石

す　　べ

石

ひ　ょ

石

クライミ

ひ　ょ

ひ　ょ

の

転

の

の

　り

の

う　た

の

　　　ングネットー切
　　　う　た

　　　う　た

ブレイウオーノレー波

山一す　　べ　　り　台

塔一ブ　　ラ　　ソ　　コ

場一プレイウォーノレ

山一切　　　　　　株
山一ブ　　ラ　　ソ　　コ

台一ブレイウオール
1員一ブレイウォーノレ
ん一き　　　し　　　ゃ

山一砂　　　　　　揚
　　　　　　　　　　株

ん一ブレイウォール
ん一ブ　　ラ　　ン　　コ

　　　　　状　梯　子

聖

2
3
4
5
6
7

8
9

LO

恵 比　　　　寿

ブ

す

ブ

す

ブ

す

ブ

す

フ

フ

ソ

り

ソ

り

γ

り

コージャソグルジム
台一ブ　　ラ　　ソ　　コ

コー汽　　　　　　車

台一汽　　　　　　車
コー砂　　　　　　揚
台一ジ　ャ　ン　グノレ　ジ　ム

ングノレジムーシ
ラ　　ソ　　コー鉄

べ　　り　台一シ

ジヤソグルジムー砂
ジャソグルジムー汽
汽　　　’　　車一砂

汽　　　　　　車一シ

ソ　　ー

捧　（棚）

ソ　　ー

　　場
　　車
　　場
ソ　　ー
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ての傾向をつかむことは困難であった。、

　、遊呉間のつながりの強いものをみると｛青山の遊園で

は・石の山⇔すべ，り台・回転塔縦ブラソヲ・，、砂揚曾ズレ

イ皮，就一ル、などが多くv恵比寿の遊園では、、プランコ

⇔碧亭ングルジム、すべり台曾ブデンコYズラとコ⇔汽

車などのつながりが多く．みむれる。’』5｝　一　　、い’

　これは、遊具の配畷により規定されている面がか献り

強ヤ・が、この中で多くみられる、石の山⇔寅べり台、ブ

ラソコ⇔ジャングルジムという児童の遊びの流れについ

てみると。その流れには全身運動的なものから遊具の動

きに身体を委せ盗、もの、あるいはこの逆の流れが考えら

れるづ、回転塔（身体全体で力を加えてまわさないと動か

ない）（うブラ ン職すべり台⇔ブラぞ適ゆ場合転激し

い身体の動きのあとにどちらかといえ嫉受身的な遊びが

来るようである。

　1この場食、、蒋μ』の遊園で垂ま‘恵比寿の遊園でみられる

すべり台曾ブラソコという流れ魁極めて僅かしかみら齢

ないが、これはや嫉り恵比寿の遜園と青山の遊園の遊具

、の種類の違いや遊具の醍置状況から来うもの≧考えられ

る。、．・

．4磁遊具に対す蚤児童の欲求Φ内容

　個々の児童の行動観察記録に、さらに18ミ・り撮影機に

よる行動記録の結果を加え11・児逝の遊園におけ瑠遊具に

対する欲求の内容についてみる乏以下の如き種類のもの

が考えられる。

バ1ひ園難を克服する楽しみ・

　　2．・スリル感の満足

　　3．　協調の楽しみ

　㌔柔1饒争の楽聖しみ

　　5．想像、’患考する楽しみ・

　　6．気襖倣する楽じみ

　　7．　変化を追う楽しみ

　　8．好奇心の満足

　　9，”技巧を彼…う楽しみ

　’ゴ0．休息み楽しみ’

購身細麟、土灘㍉．

　1，’，園難を克服する楽しみ、

．これは持久、頑張りなどの努力を含め、成就欲求、達

成欲求などといわれる種類の欲求に関した一連の行動で

あ、る。、

，児童の遊具の使用法をみている窓凝嵩の種の欲求の存

在を示す行動が非常に多レ，｝。葬少児の携禽篤も短、す緯9

台を逆に登っ、たりで、年令からみに当然無理だと』思われる

ジしヤ、ンくグ趣ジて4に懸命彦逐よじ登ろケとしたワr瑳るな、ど、、

自己の能力の限界を試そうとする行動が非常に多くみら

れる。

　年長児ではさらにこう．した動きは活発に、な駄単純

な、決めら’れた型にはった遊びからぬけ出し、耐え、頑

張り、努力する動きほいよいよ顕著である。

この勲欲求を充嫉二こ煙・人格形成の上からも・

体力育成の上からも非常に大切なことであると｛とはいう

までもないが、毯筆頃臼分自身で、自発的に、、遊びの中

でこうした機会をもっているめで挙う？、、

　このような欲求は、登る、ぶら下らとい6た遊びが主

聯騨使う1幡よ？て碑される蓋と梱㌔

その意懸石の些す丼蝋塑懸ζデ歌・
などの遊具は極めて有効に使われているφ

2・スリル感鱗鳳、
スリ・レ駄確麟姿磐軸こ伴妨危薩袖

撚懲惣轡響す鰹脚の
　こうした行動も百年令段階によづてその内容は一様で

はないが・3・り4’家の幼児から既にみちれる。すべり台

を後向きにすべったり多・鐙鐵に腰かけてす！ぐっ・たり、）、ヌす

べり台の縁をすべりお、りるなどゾすべり台のよ・うに安全

に設計された遊具で獣・道、のよ一’うtに危険な使い坊をする

し、ブテソ議の場合も、、逆立ぢして乗づた弧、大ぎぐ揺

らしておいてとびおりたりするなど、彼等のスリルを追

う欲求は極めて強いものがある。　、1㌦　11膨　　1、

　3．y協調の楽じみン・：一「・

協同遊びが可能になる幼児後半から協調の慰びを遊具

での遊びの中に求ある動ぎがみられるが、学巌期では、

いよいよ協調的な遊びが増加する。以下はその』例でしあ
るい・・一

プラソ・｛驚糠この露“

砂
、

場橿難藩纂る・、

すべ刺霧篶撫擁1、、。．、

図、酵．｛贈雛螂マ，こ顯ぐ、。

　，義だまぎ例をあげればきり瑛な粋力蘇7人無g総ズマ

ソマρ場合でも、彼等昧決乾て曇れを一本準け悸麹傳わ

ずに、・丁子人雪呵特に痺えるよ声な導墾や蓼人で④曇マ；

遊びを工央する。その他Φ遊具の揚合悪も層攣磁為亀

　4・　競魚の楽し湊・r　　　　　　　　　　　　　．1こ、寸

一
・
獅 一
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　協同遊びが昏よじまる4、　5才児からこの競争とし・う行

動も活発化し、いろいろな遊具の遊びの易面が競争の舞

台となる。

　例　ブラソコ　　　　ー商さを競争する

　　石釦　　｛叢黙赫麗
　　　ジヤソグ・レジム｛綴畿

　　　砂場　　｛瞭墓蓋つくる

　　　辮　　儲姦鍵競う・

　5。想像思考する楽しみ

　この種の楽しみは砂場における融成遊びの際などに最

もはっきりあ、らわれるが・その他6）遊びの中でも児童は

豊かな想像力を随所に働かしているし、創造的な遊ぴを

自分の手でつくり出している。

　例　砂場　　　一いろいろな構成遊び

　　　　　　　（独り言力｛夢概濠聾こ多ヤ、）一

　　　すべ殆｛騒鍵奪縣鶴欝する

　こうした時・児童はおそらく劇中の人物になりきって

お、り、ブランコは時に・ケットの発射台になり、時には

移動する馬の背にも・なるのである。

　児童がすべり台や石の山のように、いろいろな変化を

もたせて遊ぶことの可能な遊具を好む裏には・二うした

想像や思考を自由奔放に働かせることができるというこ

とが大きな魅力となっているのである0

　6，　模倣する楽しみ

　友だちや年畏児の行動を模倣する行動は、1才段階の

極めて幼い幼児にもみられる。すべり台やブラソコを同

じよう、にすべろうとし、漕ごうとする行動は非常に積極

的である。

　こうした、模倣に動機づけられた行動は、学習活動と

して重要であり、年少児のみの遊びの場合より輩かな内

容のものにするのは当然である。

　その意味で、家庭内での遊びと果獣ワ、年長児の遊び

を限のあたりにする機会の多い遊園での遊びは非常に好

ましいわけである。

　7．　変fヒを追う楽しみ

　個人差はあるにしても・児童の遊園での遊びをみる

と、かなり短時間のうちに、いくつもの遊具を使い、遊具

から遊具への流れは非常に早い。砂場遊びのような例外

はあるにしても一づの遊具に畏時間かかりきりになるこ

とは少ないのが普通である。これは結局、児童が遊びの

中に変化を求めているからにほかならない。

　児産のこのような変化に対する欲求は、精神活動と身

体運動とが非常に活発に行なわれるこの年令の児童にと

っては当然のものであり、遊具から遊具への変化が求め

られぬ際には、一つの遊具の遊びの中にそれを求めてい

る。既製のブラソコのような遊具もいろいろに変化をも

たせて遊ぶ傾向が年令を追うごとに多くなり、遊具外の

立木や棚なども彼等なりに遊具として巧みに使用してい

る。

　激しい動きの遊びからゆっくりした動きの遊びに、あ

るいは多人数のにぎやかな遊びからひとりだけの弊かな

遊びに、あるいは多人数のにぎやかな遊びからひとりだ

けの静かな遊びに、というように変化があってこそ遊び

の内容もいよいよ登冨になって来るのであるσ精神発達

の未熟な幼児前期迄の遊びはそれに較べて極めて単調で

あり、繰返し的なものが多い。

　8．　好奇心の満足

　石の山の暗いトンネルをくぐったり、砂場の砂の中に

小さな虫などを埋めてみたり、児蓮の好奇心は旺盛であ

り、新しいものへの探究心は極めて強い。

　しかし、現在の遊園の場では、こうした種類の欲求を満

足させてくれる遊具は少なく、僅かにトソネルの穴くぐ

りや砂場などでの遊びにみられるにすぎない。その点、

自然の中での遊びに較べ非常に物足りないものがある。

　9。技巧を使う楽しみ

　技巧を要する遊びは・鉄棒・つり輪・ブラ靴コ・シー

ソー、砂場などにおける遊びに多くみられる。

　要するに“うまくする”ということに対する喜びを追

う遊びである。二の種の行動の中では、もちろん競争的

意図や、自己顕示的意図もみられるが、その成果を自分

自身に間いかけているものも多いといえる。

　結果としては・努力・持久・積極的属考活動を生むこ

とになり・性格形成の上に好ましい影響を及ぽす；とに

なると同時に、指先などの細かい操作や、身体の微妙な

細かな統制淋可能になるわけである。

　10，　休、恵の楽しみ

　勉強や仕事と遊びが分化していない幼埋期の児産にと

っては、肉体的疲労の回復が休息の主なものであるが、

学童期に入り、勉強や学校生活の緊張から逃れる必要が

生じて来ている児童にとって、遊び場の果たす休息的機

能は無視できないo彼等は砂場の縁石に腰をかけたり、

石の山の中腹に坐ったり、ブランコーをこぐでもなく、ゆ

らしながら乗っていたりして休息を楽しんでいるように

みえる。

　しかし、日当りの悪い狭隣な我家の生活の中では得ら

れぬ憩いを遊び場に求めている彼等の欲求を充たすには

現在の遊園は残念ながら我家同然狭溢であり、設備の面
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でも不完全である。広い芝生の庭や斜面などがぜひ欲し

いわけである。

　fL　身体感覚的な楽しみ殿

　以上（10）までに述べて来たものは｛精神的な薗から

の遊県に対する欲求羅あるがさ勢体感覚的な轡びは人間

の本来的、本能的な喜びに恩じるもあでありぐその働き

を無視することはセきない。そし宅いその」つ一つの動

きが、　身体的発達をろながし、成長させ宅ゆ一≧ぐのであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　この種の遊びは前記の如く、全身み動きを痒うもあ、

部分的な動き、平衡感覚に働くものの三つのものに犬別

される。

　イ｛全身的動ぎ轟

　全身の筋肉を使用ずる遊びは数多いらブラ》コ、㌧すぺ

り台、ジモングルジ訟、・回転塔、切株￥石の山などに船

ける遊びの多くは全身的なもめである。

、卵襲、』、｛音譲旙蕗

1す　’！鱒撫1謄1・、、

　　　執勉蝋｛蘇編こわ焔，，．

　以上の他にも例をあげればきりがない　も、・駆げたり、，

お『りた1駄よ、じ登づたりなどの動作のほ・とんどは全身的

な動きを楽しむものである。

・ロ、部分的動き

．全身を動かす遊びの他に、手、・腕、肩、、脚な翌の部分

的筋肉を使っての遊びもかなり多くみられる。

、，雛グ幽構簸躍
，τ鱒らり多く嚇拶を齢も礎あ為が・中喚砂

励よ至鰍指鱒の継働勲ミ辮熱穂委
も勘る。

　ハ、平衡感覚

　ブラソコ、シーソー、切株、鉄棒などの遊びの中には、

身体の平衡感覚を働かせる遊びが多くみられる。児童は

身体のバラソスをとることが4才頃から急速にうまくな

るが・遊びの方もその頃から、わざと不安定な身体の動

きをしたりして平衡感覚を働かせる遊びがふえて来るの

ある。

　この平衡感覚の練磨は、危険防止のためはもとより、

乗物酔いの防止にも役立つものであるし、談極性や勇黛

の育成にも大いに効果があるので好ましいわけである。

5，　行動観察よりの遊園への要望

1）　以上、児童遊園における児童の遊びの観察結果か

瞬児滝の遊具に示す欲象と現在の道具が果たし聚“る

機能にう麟鍵考察を加えて来たわ酬セあるが㌔1その結巣

から今後の児童遊塵の遊臭にはi’次の如き内容を備えた

むのが望ましいと恥えようる

　　11　動きを与える「もの1「

　　2．㌃暫険一醒を満足させる』もの「こ眼」、P

　　3，協同遊びが可能なもの

　　4，競争を経験できるもの・

　　5臥思考、想像を働添ぜられるもの・

　‘6．』P技巧を働が審られ畜もめト　・

　　7，丈休息を与えぞもの～

　1．鋤きを与えるもの　　　　λ　　　・払ぐ・．1w

　児壷に動きを1寧え一る遊具比はぐ遊具自体が動くもの

と、1すべり台めま’う馳児童の側に動きを与えるものめ二

種類のものがある。

　何れにしても、こう，した動ぎを与える遊具は、児産の

身体的感覚比訴惹運動機能をのばし、生理的快感を味

あわせると同時ピこ、’玖リPル感を満足蓄せ、’勇気や積極的

態度を養ううえに・も襖立つもの晦ある。

・一2．…・冒険心を満足さ奄るもの

　醤険心は幼児期後半にその芽生えがみられ、学童期に

λるとぴよいよざかん碍なるぎ・波状梯子やジ・翠シ〆ルジ

汰、すべり合などの使用にみぢれる多くの危険な，遊・び

は、そうした欲求の強さをはっきり示している。

　こうした児壷の欲求を満足・させるごとは、たくましさ

や勇気を育てるうえでぜひ必要なものであるので、こ今後

の遊具にも胃険心を適当に満足させるものがなくてはな

らないはずであ1る乙1、、

　3i協同作業が可能な，もの1、忙、

・』前にも述べたよ・うに｛、児童の協同遊びに対す監る欲求は

極めて強い。ぴとり遊び用に設計された遊具で溶え1’－2

人、あるいは3久と多人数で遊ぶ傾向がみられるσ・．、

　そごで、‘今後の遊具の設計に当づても、1・その遊具が協

同で使えるものが望ましいわけである。そのたあには適

当な大きさ、広さが必要である。

　4．競争を経験できるもの

　協同と同時に集団遊びの場面で競争ということは児童

にとって非常に魅力のあるものである。他人より、より

高く、より早く登ったり、すべったりする遊びはあらゆ

る遊具の遊びの中にみられる。

　その意味で、児産に競争の場を与える遊具が欲しいわ

けである。

　5．思考、想像を働かせられるもの

　想像時代といわれる幼児や、学童前期の児童にとって

遊びながら自由に窒想を働かせられるような遊具はh、非
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常な楽しみを与え為ものであるし、砂揚のように思考を

働かせ、自ら創り出す喜びを与え尋遊び場鉢児童の精神

生活を登かレ；するためにもぜひ必要である。

　こうした楽しいムードがつくれる遊具には、定型的な

使用法が制限されたものより、児童自身によって自由

に、活発に創造活動がなされ、構成活動が可能なものが

望ましいといえる。

　6．技巧が働かせられるもの

　うまくやるということは、競争心と・も密接殖関係して

いるものであるが、身体の細かな動きを上手に統制する

能力も養い、精神面では慎重さや注意力を膏てるうえで

効果的な行動である◇

　そこで・身体砂均衡や手指の細かな操作活動を自ら上

手に統制できるような遊具も、遊園の遊具として存在し

てもよいと思う。

　7，休息を与えるもの

　緊張から逃れるための遊具には、激しい動きを伴なう

ものもあるが、やはり身体をのびのびと伸ばし、周囲か

らの『F渉を受けずにすむものが適当である。広い斜面を

もった遊具や芝生のような遊び場などこうした意味で望

ましいものといえよう。

　2〉・・さらに、』これらの児童の遊ぴ場の遊具に必要な要

件をまとめると、次の三つのも、の粥まとめることができ

よう。

　　1．　ムードがつくれるもの

　　2，動きを与えるもの

　　3．社会的欲求が充たされるもの

　（1）のムードがつくれる遊具なり、遊園は、前述した思

考や想像力などを、彼等が自由に働かせて遊ぶことが可

能なものであり、（2）の動きを与えるものは、身体感覚の

喜びを充すとともに、将険心や競争心のような社会的欲

求をも満足させる、ものである。（3）の社会的欲求を充たす

ものとは、協同の喜ぴや競争の喜びを満足させるもので、

幼児期後半からの児童を対象にした遊び場にはぜひ必要

なものである。

　これらの要件をいかに具体的な型で、遊具なり遊園に

生かすかは、建築家や造園家、あるいは遊具製造の専門

家の協力をまつところのものであり、現在よりも、さら

に広い視野に立った多角的な遊び場行政とも結びつくこ

とにより達成されるものである。例えぱムードを中心に

した遊園と動きを中心にした遊園とを結びつけた広域的

な遊び場造成などはその一つの方法であろう。

6．要　　　約

　研究Wは、児童の遊びの行動観察を通じ、児壷津が遊

具をいかように使い、いかような欲求を満足させている

かを知ることにより、将来の児産遊園のモデルブラソの

作製を目的としたものでるあ。研究方法としては、束京

都の2か所の児童遊邸琴おいて、，2才から7才迄り児童

116名を対象にして、個別的な詳しい行動観察を行った。

　以上の調査結果を総合して考察を加えだ結果、児童達

が遊園での遊びの中で満足させている欲求としては、次

の11のものが考えられた。（1）困難を克服する楽しみ、

（2）スリル感の満足　（3）協調の楽しみ、（4）競争の楽

しみ・（5）想像・思考する楽しみ・（6）模倣する楽しみ

（7）変化を追う楽しみ、（8）好奇心の満足、（9）技巧を

使う楽しみ・⑬　休息の楽しみ・αO身体感覚的な楽し

み。

　以上のように、児並達は遊園での遊びの中で多くの楽

しみ・を経験賦その楽しみの中から多くのものを学び・

身につけていっているのであり、それ了らの欲求を、最も

楽しい雰囲気の中で、充分に満足させることの出来る遊

園が、将来の児童遊園のモデルとしては理想のものとい

えよう。もちろんそのプラソの具体化1こは、心理学や小

児保健学の立場からのみでなLく、建築学や造園学、体育

学など巾広い研究領域からの参加がぜひ必要なことはい

うまでもなかろう。
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Study　on　Model　Plan　of　Children’s　Playground

Ich重j重Kida

Masayoshi　Eyama

Tominosuke　MatSUShima

Taneaki　Takahashi

Toyoji　Tase

Nobuhiro　Kidani

Mltsuru　Senda

　　In　planning　children，s　p里aygromd，we　studied　the　points　that　must　be　taken　into　consideratlon

from　the　view・points　of　child　psycho夏ogy，child　health　and　p旦ayground・1ayout，

　　1）　The　children，s　playground　must　be　designed，made　and　aτranged　i職such　a　way　that　its　in－

trinsic　function　may　be　well　fu亘fmed，　【atheエ　than　that　onLy　ready・made　playthings　are　aimlessly

arranged，

　　2）　The　childreゴs　playground　must　be　laid　out　so　that　chndren　may　always　play　actively　as

well　as　they　can　enjQy　rest　and　relaxat正on　there・

　　3）　It　must　be　constructed色o　be　the　place　for　chlldren，s　imaglnation　and　creation、

　　4）　In　the　playground　there　must　be　a　place　where　chi旦drenαm　enjoy　or　play　with　water．

　　5）lnadenseLyp・pulatedcity，itisdesirablet・亙ay・utachildren’splaygr・und・f・rinstance・

at　intervals　of　more　than200meters，even　if　its　area　is　limited，and　make　all　the　playgrounds

relate　to　one　another，especiany　in　the　network　of　thelr　equipmenヒs・

　　Having　these　study　resuits　in　mind，we　have　worked　out4m（x更el　plans，
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